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確 立  
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背  景 

 本県の種雄牛造成においては、これまで本牛の発育や体型、母牛の推定育種

価※１や産肉成績などの情報を指標として選抜を行ってきた。  

平成 29 年度から独立行政法人家畜改良センターや全国の種雄牛造成機関と

の共同研究として、牛のＤＮＡ情報を活用したゲノム育種価評価に取り組み、

種雄牛の選抜に活用できる体制が整備された（図１）。 

ゲノム育種価は、牛のＤＮＡ情報から求めるため、生まれてすぐ算出するこ

とができ、選抜過程の早い段階での指標として有用である。また、同一の両親

から生産された産子（全兄弟）でも、個体毎に評価することができる。  

※１ その牛の遺伝的能力を数字で示したもので、産子の枝肉成績から計算さ

れるため、判明するまで５～６年かかる。  

 

目  的 

種雄牛造成における選抜過程でゲノム育種価を活用することにより、効率的

かつ効果的に高能力の種雄牛を造成する。 

 

成  果 

１ ゲノム育種価の算出  

これまで造成した主な種雄牛（候補含む）70 頭について、ＤＮＡ情報の

解析を行い、ゲノム育種価を算出した。また、リファレンス集団※２となる

肥育牛 685 頭の枝肉成績を収集し、ＤＮＡ情報の解析を行った（表１）。 

 ※２ ＤＮＡ情報及び枝肉成績が判明した牛の集団で、正確なゲノム育種価

を算出するためにはより多くの個体群が必要。 

 

２ ゲノム育種価の精度検証 

推定育種価とゲノム育種価の相関係数は 0.759～0.950 と強い相関があ

り、遺伝的能力を示す指標として十分利用できる（表２）。 

 

３ 待機種雄牛の選抜 

  ゲノム育種価を指標として活用し、待機種雄牛９頭を選抜した（表３）。 

 

４ 受精卵移植の活用 

（１）民間種雄牛「知恵久」号の雄産子（全兄弟）３頭のゲノム育種価を算出

し、能力の優れた「六三四」号を直接検定牛に選抜した（表４）。 
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（２）基幹種雄牛「花清桜」号の雄産子（全兄弟）２頭のゲノム育種価を算出

し、能力の優れた「花清富士４９」号を直接検定牛に選抜した（表４）。 

 

図表 

                   表１ ＤＮＡ情報の解析頭数 

 

 

 

                    

表２ 推定育種価とゲノム育種価の相関係数 

 

 

図１ 種雄牛造成のフロー 

 

表３ ゲノム育種価により選抜された待機種雄牛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 受精卵移植の活用により選抜された直接検定牛 

 

 

 

 

 

 

    

父 母方祖父 母方曾祖父 評価 順位 評価 順位 評価 順位 評価 順位 評価 順位 評価 順位

H30年度前期 長萩茂安 H29.4.13 茂晴花 安福久 平茂勝 C 51 A 22 B 38 H 3 H 5 H 20

H30年度後期 殿池久 H29.10.15 安福久 平茂晴 百合茂 A 17 A 25 B 29 C 41 B 34 H 1

R1年度前期 関照重 H29.12.8 美津照重 百合茂 安平照 B 38 A 28 B 25 C 54 A 32 A 24

R1年度後期 光白清 H30.5.31 百合白清２ 第１花国 安福久 H 4 A 29 B 27 A 15 B 37 A 25

R2年度前期 百合松 H29.12.2 百合茂 安福久 白清８５の３ C 45 H 15 C 50 C 39 A 22 H 21

R2年度後期 隆汐国 R1.8.6 隆之国 諒太郎 美国桜 H 9 H 8 H 14 B 27 H 11 H 17

R3年度前期 東久姫 R1.9.21 福之姫 安福久 勝忠平 B 36 H 14 C 43 A 20 H 12 H 2

R3年度後期 百合姫 R1.6.10 福之姫 美津百合 安福久 A 16 H 16 H 3 B 26 H 8 H 5

R4年度前期 勝乃誉 R2.7.15 勝乃幸 安福久 勝忠平 B 43 H 4 C 54 H 2 H 2 H 14

※　評価は、Ｈ：上位1/10、Ａ：上位1/4～1/10、Ｂ：平均～上位1/4、C：平均未満

※　順位は、種雄牛（候補含む）70頭中の順位

選抜時期 枝肉重量 ロース芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 推定歩留

ゲノム育種価

名号 生年月日
血統

脂肪交雑

県内繁殖雌牛
約4,600頭

改良
基礎雌牛

雌産牛

待機種雄牛

繁殖雌牛の更新

一般供用

調査・選抜

現場後代検定

農家所有の雌牛と交
配して生産された子
牛の枝肉成績を基に
遺伝的能力を判定

計画交配

高能力な雌牛を選
抜し、種雄牛造成の
ための計画的な交
配を実施

※ゲノム育種価の活用
（全兄弟の雄産子）

※ゲノム育種価
の活用

直接検定

一定の管理方法のも
とで、本牛の増体能力
や飼料利用性を調査

※ゲノム育種価の活用

調査・選抜

直接検定牛雄産牛

基幹種雄牛

調査・選抜

父 母方祖父 母方曾祖父 評価 順位 評価 順位 評価 順位 評価 順位 評価 順位 評価 順位

六三四 R3.12.25 　知恵久 　美津照重 　安福久 C 64 A 37 C 64 A 8 A 19 H 6

花清富士４９ R4.3.28 　花清桜 　耕富士 　美穂国 A 18 A 31 H 12 B 32 A 26 H 11

※　評価は、Ｈ：上位1/10、Ａ：上位1/4～1/10、Ｂ：平均～上位1/4、C：平均未満

※　順位は、種雄牛（候補含む）70頭中の順位

名号 生年月日
血統

ゲノム育種価

枝肉重量 ロース芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 推定歩留 脂肪交雑

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 計

種雄牛（候補含む） 30 13 7 9 4 7 70

肥育牛 96 187 199 139 32 32 685

※　R4年度は12月１日時点

枝肉重量 ロース芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 推定歩留 脂肪交雑

0.950 0.860 0.893 0.759 0.892 0.935

※　推定育種価は令和４年２月、ゲノム育種価は令和４年５月に算出したもの

※　推定育種価のうち枝肉重量の正確度0.95以上の種雄牛22頭を用いて算出


